
 
 

 

2026年 8月 3日 
各 位 

平和不動産株式会社 
 

日本橋兜町・茅場町で、歴史を受け継ぐ 
近代建築のリノベーションを実施 

～東京都「リノベーション・モデル事業」を活用し 
新たなにぎわいを創出～ 

 
平和不動産株式会社（本店：東京都中央区、代表執行役社長：土本 清幸、以下「当社」）は、街づく

りを進める日本橋兜町・茅場町エリアにおいて、東京都の「リノベーション・モデル事業」を活用し、
既存ビル低層部の店舗リノベーションを実施いたしました。近代建築群の街並みに応答したデザイン
を採用することで、にぎわいの創出と街並みの修景を実現しています。 

 
当社はこれまで、日本橋兜町・茅場町エリア（以下、「当エリア」）において、街が育んできた歴史や

文化を大切にしながら、既存建物のリノベーションや魅力ある店舗・施設の誘致、交流の場の創出など
を通じて、エリアの価値向上に取り組んでまいりました。 
本事業が当エリアの歴史的景観の継承と新たなにぎわいの創出につながり、街の魅力をさらに高め

る契機となることを期待しています。当社は、今後も歴史的資産を活かした街づくりを推進し、持続的
なエリア価値の向上に努めてまいります。 
 

リノベーション前後の外観写真 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北側店舗前：サッシ・エントランスラインを斜めに形成し、開放的な設えとすることで、人の姿が通りに滲み出る。 



 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外装の石材は撤去し、創建時のモザイクタイルを表した。北側のオープンスペースと連続する滞留空間を創出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左上：改修後の外観写真（敷地南側より望む）。小庇や基壇、列柱を設え、歴史的

な周辺建築物との連続性を創出。写真手前が K5（1923 年竣工）、写真奥が

日証館（1928 年竣工）。 

右上：改修前の外観写真。 

右下：街の記憶と新しい営みが重ね合わさるファサード。日証館などの歴史的な 

建築物や街路の風景を映しながら、店舗内の活動や人の姿が街へにじみ出 

る。舗装・基壇部は左官（洗い出し）仕上げで統一し、「座る」や「寄り 

かかる」、「覗き込む」などの動きを誘発する形状によって、ヒューマン 

スケールな居場所を街に創出する。 



 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左：改修前の外観写真。 
改修前の外装は、乾式石張り仕上げ。 

 
左下：新たに設けた基壇部。周辺建築物の基壇部 

とゆるやかに連続する形状や素材とした。 
 
右下：周辺建築物が持つコンテクスト（建築様式 

や素材等）を抽出し、街並みをつなぐ小庇 
部（水平部）を新たに設えた。 

 

周辺建築物の列柱や基壇部等の建築様式と、創建時の外壁タイル等の特徴を重ね、街並みをつなぐファサードを創出。 



 
 
 
 
 

 

リノベーション概要 
兜町平和ビルは、日証館、K5など歴史的な建築が集積するエリアに立地しています。かつて大正か

ら昭和初期にかけて第二日証館が建っていた場所に位置し、昭和 47年の竣工以降も証券会社の入居す
るビルとして、金融街の風景を形成してきました。今回、事務所から店舗への用途変更に伴い 1 階低
層部をリノベーションし、人の姿が滲み出す開放的な空間を整備しました。歴史的建築群との調和を
図りながら、街並みの再構築に寄与しています。 

 
●デザインコンセプト 

「街並みとひとの居場所の連続性をつくる」 

●3 つのデザイン方針  

① 既存建物の特徴・価値を継承する 

パネルで覆われていた趣ある既存タイルを再び表出し、建物が持つ歴史的な価値を継承。 

  ② 街並みとの連続性をつくる 

基壇やサッシラインを周辺建築と呼応させ、街並みとの連続性を創出。 

  ③ 滞留空間を形成し、賑わいを創出する 

ベンチやオープンスペース、セットバック空間を形成し、人々の居場所となる滞留空間を創出。 

 

東京都「リノベーション・モデル事業」について 
本物件は、東京都が実施する「リノベーション・モデル事業」（以下、「モデル事業」）の採択を受け

たプロジェクトです。 
モデル事業は、特色や個性を持つエリアにおいて既存ストックを生かしたまちづくりを推進するこ

とを目的に、民間事業者による先進的なリノベーションの取組を支援する制度です。設計・工事費の一
部を補助するとともに、事業を通じて得られた知見を今後のまちづくりへ生かし、先進的な取組事例
として広く発信することを目指しています。 

 
施設概要 
物 件 名：兜町平和ビル 
所 在 地：東京都中央区日本橋兜町 3-3 
用 途：店舗（1階）、事務所 
外装改修設計：株式会社 SPEAC 
 
店舗概要 
南側店舗名：直観（チョッカン） 
業 態：ファッションポップアップスペース 
店 舗 概 要：開業リリース 

 
北側店舗名：TYNK Kabutocho（ティンク カブトチョウ） 
業 態：飲食（クラフトハーブティー＆チャイ） 
店 舗 概 要：開業リリース 

https://www.heiwa-net.co.jp/Portals/0/news/260730.pdf?TabModule1624=0
https://www.heiwa-net.co.jp/Portals/0/news/260701-11.pdf?TabModule1511=0


 
 
 
 
 

 

日本橋兜町・茅場町街づくりビジョン 2040 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 日本橋兜町・茅場町 情報発信サイト 
K o n t e x t：https://kontext.jp/ 
兜 L I V E !：https://kabuto-live.com/ 
F i n G A T E：https://www.fingate.tokyo/ 

 
 
 

 
 
 
 
 
会社概要 
1947 年に日本経済の中心・兜町で生まれた当社は、東京、大阪、名古屋、福岡を始めとする証券取

引所ビルのオーナーとして全国の証券街に活気をもたらし、時代をつないでまいりました。積み上げ
た信頼を次の世代へつなぐべく、歴史的な資産と新しい価値を織り重ね、未来に豊かさをもたらす存
在になることを目指します。 
会 社 名：平和不動産株式会社 
設 立 日：1947年 7月 
代 表 者：代表執行役社長 土本 清幸 
本社所在地：東京都中央区日本橋兜町 1番 10号 
会 社 H P：https://www.heiwa-net.co.jp/ 

以 上 
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本件に関するお問い合わせ先 

平和不動産 PR 事務局（株式会社イニシャル内）担当：横山、古屋、西野 

 TEL：03-6821-5730 FAX：03-5572-6065 

MAIL：heiwa_pr@vectorinc.co.jp 


